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1. 設立に至る経緯  
文部省宇宙科学研究所で 1987 年に組織され，

太陽発電衛星（SPS）を実現するための理工学的
課題とそれが引き起こす環境への影響解明のた
めの研究を，本格的な研究に備えた提案という形
で行ってきた SPS ワーキング・グループは，
SPS2000 モデルの概念設計研究が '91 年の SPS 国
際シンポジウム（SPS91）で論文賞を与えられる
など研究が進展し，大いに気を吐いたところであ
る．  
しかし，技術開発されるべき SPS に関する概念

が明確になるに伴い，SPS は宇宙科学としてより
もむしろ，地球環境問題解決のためのエネルギ
ー・システムとして，より広く人文社会の側面も
含めて宇宙太陽発電として研究すべきであると
の認識が高まった．技術者の間の SPS から「社会
の中の宇宙太陽発電」へと進化したということな
のであろう．  

SPS ワーキング・グループは，本来科学衛星計
画を立案するために組織されたものであり，宇宙
太陽発電に関するエネルギー・システムとしての
本格的な研究を行うには馴染まないものであっ
たため，1997 年春に解散した．宇宙太陽発電は，
宇宙開発の一環としてではなく，新エネルギー開

発の一環として技術開発が進められねばならな
い．  
そこで，太陽発電衛星 (SPS)研究会が，技術を超

えて，より広い分野からの研究者を糾合し，宇宙
からの電力供給システムである宇宙太陽発電に
関する本格的な横断領域研究を行う枠組みとし
て，同年秋に新たに発足した．   
「社会の中の宇宙太陽発電」であれば当然に，

質・量のあらゆる面で他の方式の電力供給システ
ムと電力市場で競合することになる．現在，宇宙
太陽発電が克服すべき最大の課題は何かと言え
ば，電力価格である．  
極めて大雑把ではあるが，水力や火力，原子力

などの主要電力の「工場出荷価格」に相当する
1kWh 当たり 10 円前後であるとすれば，宇宙太陽
発電は 100 倍の 1000 円前後になるという．無尽
蔵とか，環境にやさしいとか言われても，これで
は話にならない．ミッション・インポッスィブル
なのである．  
そもそもこの高価格は何に起因しているのか

といえば，SPS や地上レクテナ・サイト等の問題
ではなく，SPS の構築資材を所定の位置へ運搬す
る宇宙輸送費用に原因がある．宇宙輸送価格は
100 分の 1 以下にすることが必要になるが，これ
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については，別途機会を得て，申し述べることに
したい．  

 
2. 会則について  
平成 9 年 10 月 31 日に開催された太陽発電衛星

研究会発起人会で承認を受けたものが，平成        
12 年 9 月 1 日に一度だけ改定されている．  
 
１）名称：太陽発電衛星研究会（略称：SPS 研究
会）  

 
２）目的：太陽発電衛星の研究の促進をはかるた
めに  
１．研究情報の交換  
２．対外的な啓蒙活動  
３．研究のための調査  
等を行う．  
 

３）会員：個人会員と賛助会員とする．  
１．個人会員は太陽発電衛星の意義を認める関

連研究分野の研究者，または，より広く地球の環
境とエネルギーの問題の研究者とする．  
２．賛助会員は本会の活動を支援する企業団体

等とする．賛助会員は３名を個人会員と同じサー
ビスを受ける会員として登録できる．  

 
４）活動：会員の研究を母体として，次のような
活動を行う．  
１．SPS ニュースの刊行継続  
２．研究発表会の開催  
３．広報活動  
４．関連する企画への参加  
 

５）組織：  
役員：若干名の幹事をおく．代表幹事を幹事の

互選で選出する．  
顧問：対外的な関係を考慮した顧問をおくこと

ができる．顧問は会費を免除する  
専門分科会：太陽発電衛星の技術分野の高度の

専門性を考慮して，専門分科会をおく．例えば：
電力伝送，太陽電池，宇宙構造・組立，環境エネ
ルギー評価，レクテナ  
企画班：太陽発電衛星の総合性を保つために適

宜テーマグループを設置する．  
事務局：事務局は若干の幹事が担当し，次の業

務を行う．  
１．会員登録と会費の徴収  
２．ニュースの作成と配布  

３．会の内外の連絡先（コンタクトポイント） 
 

６）会費：当面，通信費として下記の年会費を徴
収する．  
個人会員の年会費は 1,000 円とする．  
但し，所属・連絡先が海外の場合，基本的な会

員サービスは英文電子メールで可能な範囲内と
し，年会費は，これを免除する．  
賛助会員の年会費は 10,000 円とする．  以 上  
 

3. 組織について  
１）会員として個人会員と賛助会員とがあるが，
個人会員は現在 132 名である．賛助会員は同じく
(株 )IHI エアロスペース，清水建設 (株 )， (株 )スペ
ーストピア，(財 )電力中央研究所，東京電力 (株 )，
西日本環境エネルギー (株 )，(株 )三菱総合研究所，
三菱電機 (株 )の 8 社である．  

 
２）役員には代表幹事と幹事とがあり，幹事の互
選により現在の代表幹事は松岡秀雄である．幹事
は同じく伊藤精彦，後川昭雄，小川恭孝，賀谷信
幸，工藤勲，小宮山宏，斉藤隆雄，佐々木進，澤
谷邦男，茂原正道，高木健治，高野忠，高橋宏，
田中靖政，長友信人，成尾芳博，パトリック・コ
リンズ，松本紘，山極芳樹，山田興一，吉岡完治
の 21 名である．  

 
３）顧問には，SPS の提案者ピーター・グレーザ
ーを迎えている．  

 
４）事務局は幹事の中から現在は，佐々木進，高
橋宏，山田興一の 3 名が担当している．  

 
4. 設立後から現在にいたる活動の経緯  
１）総会の開催  
平成 9年 10月に東京大学 (駒場キャンパス )先端

科学技術研究センターにて開催された設立に向
けた発起人会を経て，その後平成 10 年度より毎
年１回東京大学 (本郷キャンパス )にて開催されて
いる．  

 
２）シンポジウムの開催  
平成 10 年度より毎年 1 回開催されている．本

年度に企画されている第５回 SPS シンポジウム
は，神戸大学 (六甲キャンパス )で開催予定である． 
これまでに，第４回 SPS シンポジウムが慶応義

塾大学 (三田キャンパス )で，第３回が北海道大学
(札幌キャンパス )で，第２回が京都大学 (宇治キャ
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ンパス )で，第１回が東京大学 (本郷キャンパス )
で，それぞれ開催されている．いずれのシンポジ
ウムも，講演要旨集が事後に刊行されている．  

 
３）ニュースレターの発行は現在までに第 1 号 (平
成 9 年度 12 月 )から第 9 号 (平成 14 年 3 月 )が刊行
されている．年 2 回のペースと言えよう．  

 
４）電子メールニュースレターの発行も迅速な情
報伝達を目的として行われ，現在までに第 1 号 (平
成 10 年 1 月 28 日 )から第 75 号 (平成 14 年 7 月 24
日 )が刊行された．  

 
5. どうなる SPS2000 
宇宙輸送価格が 100 分の 1 以下になるまでに何

としても，SPS2000 の運用経験を蓄積しておく必
要がある．宇宙太陽発電のような技術開発は要素
技術の完成とともに実用に供される前に実証的
な研究開発段階を経ることになる．最近，NASA
の依頼による「宇宙太陽発電実現への国際協力」
に関する AIAA ( American Institute of Aeronautics 
and Astronautics ) の調査結果がまとまり，2000 年
末に刊行された．  
技術開発はデモンストレーションを伴うが，巨

大技術開発に係るデモンストレーションという
と，開発期間が 10 年を越えるようなものは，技
術の発展段階からして大体がテクノロジー・デモ
ンストレーションということになろう．ところが，
AIAA の調査結果に見られる NASA を含め世界各
国の現状は，取り合えずテクノロジー・デモンス
トレーションに関するコンセプト・スタディーを
実施するという話なのである．  
それはテクノロジー・デモンストレーション実

施に至る 1 つ前の段階である．SPS2000 の先端
性・先導性はこの事実からも明らかである．  

AIAA 報告で示されるように，国際協力に関し
具体的な形でプロジェクトを提起して宇宙太陽
発電の実現を図ろうというのは，世界広しと言え
ども，唯一 SPS2000 しかないということが明らか
となっている．「SPS2000 を語らずして，SPS を語
るなかれ」ということなのである．  
すでに「失われた 10 年」が経過してしまって

いるが，SPS 国際シンポジウム SPS 91 で提起され，
論文賞を受賞するなどして，早くも国際的に評
価・認知されている SPS2000 は単なるテクノロジ
ー・デモンストレーションではない．技術的にも
社会的にも滑らかに本格的な実用化につながる
宇宙太陽発電の小規模な実用化なのである．  

小規模ながら運用 (実用 )に供することによって，
技術と経営に関する運用上の各種要件を明らか
にし，設置や運用に係る技術基準設定のデータを
得るためのオペレーショナル・デモンストレーシ
ョンなのである．電力産業ではパイロット・プラ
ントと言われるものである．  
そもそも宇宙太陽発電は電力技術開発として

勧められるべきものであるから，たとえ宇宙開発
を伴うものであっても，主務官庁は，日本で言え
ば，経済産業省の資源エネルギー庁ということに
なろう．  
どのように運用されるかというオペレーショ

ンについて，運用要求が設定されて，運用仕様に
なって運用基準化され，運用方式ができるのであ
ろうが，宇宙太陽発電の場合，オペレーショナ
ル・デモンストレーションを通して，運用に係る
問題が社会的にも明らかにされる必要がある．  
我々に求められているのは，太陽発電衛星とい

うモノづくりではなく，それを媒介とした電力シ
ステムのオペレーションによる電力の安定供給
方式の現実化であり，社会的に認知されるもので
なければならない．  

SPS2000 が供給する電力は、未だに電力エネル
ギーの恩恵に浴していない赤道直下のレクテナ
周辺地域の日常生活に直接入り込むことになる。
逆の見方をすれば、SPS2000 のサービスは、電力
消費者の日常生活に規定されるということにな
る。適正規模の消費者の存在が前提となる。パイ
ロット・プラントである SPS2000 レクテナを、ど
こに設置するかという適地判断は極めて重要で
ある。宇宙研究者や宇宙開発者のように、ただ宇
宙に目を向けていれば、それで済むといった問題
ではない。  
さらに言えば、宇宙太陽発電の実現は巨大技術

開発ということになろうから、電力産業が納得す
るような商業的に採算が取れ、かつパブリック・
サポートが得られるようなものでなければなら
ない。そのためにもオペレーショナル・デモンス
トレーションが必要となろう。  
宇宙太陽発電に係る技術は、巨大技術開発に向

け現在すでにこの段階にある。オペレーショナ
ル・デモンストレーションにより全体的な運用状
況が確認され、システム・デザインや個別要素技
術の課題も全体の中で浮き彫りにされよう。  
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